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　「ブタになったイノシシたち展」の開催にあたり御挨拶申し上げます。
　この企画展は、2019年の干支に因んでの開催という意味合いとともに、イノシシが
私たちと如何に関わり合い「食」や「農」に貢献したかを再認識したいと考えます。
　「亥の年」は、植物学的な視点から見れば、翌年から始まる成長に備えて知識や精
神を育む時期とされています。植物の特徴を捉えて人間生活に例えるよりも動物の持
つ性質や特徴と人間における生活リズムと関係付けた方が干支の意味を理解しやすい
と考えた先達は、十二支に動物を用いて表現するようになりました。
　その時代は古く、亥は私たちの生活に密接な動物として十二支にいち早く取り入れ
られたようです。すなわちヒトが健康に生活するためには、「猪突猛進」のごとく、
目標に向かうことも重要でしょう。また、生命を繋ぎ反映するためには、栄養価が高
く、病気の予防になる猪肉の利用が「無病息災」をもたらしたと考えます。
　初夏のころに里山をきのこや山菜取りで散策すると「ウリボウ」に出会うことがあ
ります。その近くには必ず大きな体をした母親らしきイノシシがどっしりと構えてお
り、母性愛を感じます。一般的にイノシシは、季節繁殖で年一回の出産であり、五匹
よりも少ない子が育つとされています。さらに肉は、食べる木の実などの種類の違い
や季節によってその成分や旨味も大きく変わることも知られています。
　人口増加や人間生活の変化に伴い、野山でのイノシシ狩猟では食料としての確保が
困難となりました。良質なタンパク源を得るためには、野生イノシシの改良がヒトに
とって必要だったのではないでしょうか？

イノシシがブタとなったのは、ヒトに望まれて繁殖や育種が繰り返され、家畜化さ
れて通年繁殖で多産なブタへの道が開かれたからです。
　「家畜繁殖学」、「家畜の改良技術」は、時代のニーズに応じていろいろな形で研
究されてきました。動物の改良などは、生命倫理や環境保全の面からその方向性を考
えなくてはならない重要な事柄です。
　私たち人間は、他の動物とともに共存し、ヒトとしての繁栄も繋げていかなくては
ならないのです。地球規模での生命科学、食糧問題、環境問題をこの企画展では「ブ
タになったイノシシたち」といった生命が受け継がれる重要な意味合いと、次世代に
向けた食料などの需要に関する「食」と「農」の源流を多くの皆様に発信する機会に
なればと考えています。
　国内外の多くの皆様に「動物の家畜化の意味」、「生きることの大切さ」の道しる
べをお届けしたく東京農業大学「食と農」の博物館へのご来館をお願いする次第です。
末筆ではございますが、本展示に際してご協力・ご支援いただいた各位に心からご挨
拶申し上げます。

館長　　江口文陽

ごあいさつ

イノシーサー・こばやし ゆうこ作※
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開催にあたって

世田谷にイノシシがやって来た

　沖縄本土復帰の翌年の1973年 ２ 月、東京では北
風が吹き荒れていた。わが国の最西端、八重山群
島の西表島から20㎏程の小柄なイノシシ ２ 頭の
雌雄が羽田空港に到着し、当時、本学世田谷キャ
ンパス ２ 号館裏側にあった動物舎に運ばれた。
　これはイノシシがブタの原種であることから、
その研究のために大学が導入したのだった。亜
熱帯の西表島とは異なる環境に移されたため、
雌は 1 週間程で息絶え、雄は東京での寒さを乗
り越え 1 年程飼育された後、 ２ 度目の冬を迎え
た時に死亡した。飼育は僅か 1 年だったが、今
にして思えば、それを担当した未だ若い筆者に
とって「イノシシがブタになる｣、所謂「家畜
化」という人間と動物とのかかわりの中で生じる
魅力的な生物変化の一端を知る機会となった。

イノシシは半年程で餌を与える学生たちに懐
き、時には柵を乗り越えグランドに飛び出すこ
ともあった。幸いグランドで部活動中の学生た
ちの手助けで、追い駆けられたイノシシが疲れ
果てたのだろうか、自ら動物舎に戻ったのであ
る。ブタやヤギ、ヒツジも飼われていた長閑な
キャンパスだった。もしイノシシがその周辺の
住宅地や世田谷通りに侵入してしまったらと、
思い出す度に大事に至らなかったことに安堵し
ているのである。
　このイノシシが無事に戻ったのは、人間の環

境に徐々に慣れ始めた頃だった。古代の人間と
動物とのかかわりにおいても同様なことが繰り
返され、何時しかその家畜化へと向かっていた
のだろうか（写真 1 ）。イノシシを飼った経験
から43年。最近、市街地に出没し、人間に危害
を加えているイノシシのニュースが絶えない。
山の動物のイメージの強いイノシシが何故、人
間社会に侵入するのか。それは、家畜化され易
い動物故のことだろうか。本展のブタになった
イノシシをとおして解説したい。

　来年の干支に因んだ企画展です。日本の歴史を省みると縄文・弥生時代でのイノシシやブタ飼育に
関する記述や、奈良時代での飼育を窺わせる史料も存在します。しかし、仏教伝来以降、肉食禁止令
が出されるとその情報は少なくなり、一方、食肉を目的としない牛馬や鶏については、わが国の歴史
をとおして顕著であります。再びブタの情報が現れるのは戦国・江戸時代になってからですが、ここ
でのブタは今日、私たちが目にするブタとは姿形が大きく異なり、中にはイノシシのようなブタも見
受けられます。その後、明治時代以降は、外国で改良されたブタが主流となっております。
　本企画展はイノシシがブタになる所謂その家畜化について、両者の生物学的関係や人間とのかかわ
りをとおして紹介した内容です。また、これまで殆ど知られていないアジア辺境で飼われている、原
種のイノシシに最も近いとされる在来ブタの実体についても紹介しました。それは専門的で難しいと
思われるかも知れませんが、貴重な標本類をはじめ多くの写真や絵画史料を紹介した展示ですので、
ご覧になるだけでも興味を持って頂けるものと思います。
　これまでブタといえば西洋品種を対象に語られてきたイメージで理解されている傾向にあります
が、本展をとおして、新たなブタに対する理解を持って頂けることを願っております。

監修　　東京農業大学名誉教授　田中一榮

写真 1　初対面の筆者に懐く奄美大島のリュウキュウイノシシ
（Sus scrofa riukiuanus）。かつて大学に導入したイノシシも、この
ように懐いたかも知れない（撮影：森井貴也　氏）。
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ブタの原種─イノシシの世界
イノシシがブタの原種であるならば、両者を

交配させ正常な生殖機能を持つ雑種（写真
２ ）、所謂、一般に「イノブタ」と呼ばれる家
畜を生産することは可能である。それぞれの染
色体数が ２ ｎ＝38であることからも明らかだ。
実際、各地の養豚場では雄イノシシが豚舎に侵
入し、ブタと交配し雑種が産まれた話もある。

イノシシがブタの原種であることは、学名の
Sus scrofaにも表されている。すなわち、家畜
化されたブタは、その学名の基でSus scrofa 
var.domesticus L.となる。したがって、イノシ
シの一亜種の扱いとする考えもある。動物分類
では哺乳類の代表でもある鯨偶蹄目のウシやヤ
ギ、シカなどと同じ分類群に属し、イノシシ科
に分類される。鯨偶蹄目といっても他の仲間と
異なる多くの特徴を持っている。すなわち、イ

ノシシは森林に棲む雑食動物で、木の実、草の
茎葉をはじめ昆虫類やミミズなど、そして排泄
物 を も 食 べ る こ と か ら 、 自 然 界 の 掃 除 屋

（Scavenger）ともいわれている。頸は短く、
目は小さく視力は弱いが嗅覚が優れている。犬
歯が発達し強力な武器にもなる。胃はウシやヤ
ギ、シカなどの草食獣の複胃とは異なり単胃で

写真 ₂　イノシシとブタの交配によって産まれた雑種・イノブタ。
仔どもはウリ坊と白に黒斑の毛色である。

写真 ₃　Sus属 4 種のイノシシ。①イノシシ（Sus scrofa）、ユーラシア大陸と周辺の島々、アフリカ北部、②ヒゲイノシシ（Sus 
barbatus）パラワン・ボルネオなどの島々、マレー半島、③スンダイボイノシシ（Sus verrucosus）ルソン、セブ、セレベス、ジャワなど
の島々、④コビトイノシシ（Sus salvanius）インド・アッサム地方。ブタの原種は大陸各地のイノシシであり、他に家畜化の過程でヒ
ゲイノシシとスンダイノシシの 2 種もかかわったとされている。実際、この 2 種はブタとの交雑も観察されている。種の定義は、「潜
在的に交雑可能な自然集団で、他のグループからは生殖的に隔離されている」という生物学的種（Biological species）に従えば、そ
のようにSus属内の種問交雑の問題が未だ解明されていないため、本展では従来のHaltenorth（1963）の分類に従った。

①

③

②

④



「
ブ
タ
に
な
っ
た
イ
ノ
シ
シ
た
ち
」W

ild B
oars B

ecom
ing Pigs –D

om
estication

5

ある。単独生活であり繁殖期には群れを作り、
一夫多妻で、雄同士は闘争して強い雄が雌を独
占する。そして ₄ 頭から ₆ 頭程の多産であるこ
とが大きな特徴である。

イノシシの棲息はユーラシア大陸を中心に周
辺の島嶼域、およびアフリカ大陸北部まで見ら
れ広大であり、その形態特徴が多様である。実
際、大陸西側のイノシシ集団には染色体数が ２
ｎ＝36の個体も確認されていることから、イノ
シシの分類では最近まで何度となく再検討が繰
り返されてきた。他にイノシシに近縁の仲間と
されるスンダイボイノシシ、ヒゲイノシシ、そ
してイノシシ科では最小のコビトイノシシと呼
ばれる仲間（写真 ₃ ）もアジア地域に見られ

る。しかし実際、前者 ２ 種のイノシシとブタが
交配している事実（写真 ₄ ）があり、Sus属内
の種分化の問題が詳細に解明されないまま、新
たな分類が提唱されるという問題もある。
　ブタの原種イノシシとはさらに遠縁になるバ
ビルサ（写真 ₅ ）と呼ばれる仲間がインドネシ
アのスラウェシ島とその周辺の小島にいる。そ
の特異な風貌からブタの起源や系統を論じるう
えで、対照的存在として紹介されることが多
い。さらにアフリカにはイボイノシシやカワイ
ノシシ、モリイノシシ、それに南米にはペッカ
リーが、それぞれ棲息する。いずれもイノシシ
（Sus scrofa）とは遠い関係にあり、このよう
にイノシシの仲間は多彩で複雑である。

写真 ₄　①フィリピン・ミンドロ島山岳地のスンダイボイノシシ（Sus verrucosus minutus）とブタとの交雑種（Kurosawa et al.,1989）。②パラワン
島のヒゲイノシシ（Sus barbatus ahoenobarbus）とブタとの交雑種。仔どものときから吻に髭がはっきりと現れている。

① ②

②バビルサ雄の頭蓋骨（国立科学博物館蔵）。インドネシア語のバビルサは
babi・ブタ、russa・シカを意味し、その名のように、反転して上方に伸びる
上顎犬歯が上顎を貫いて、角のように顔面から突き出ている。

②

写真 ₅　 ① バ ビ ル サ（Babyrousa babyrussa）『Barr＇s Buff on Buff on＇s 
Natural History』　1807年 ロンドン 銅版画。

①



6

「
ブ
タ
に
な
っ
た
イ
ノ
シ
シ
た
ち
」W

ild B
oars B

ecom
ing Pigs –D

om
estication

　先ず日本語のイノシシとブタからは、全く別
の生き物という印象を持たれることがある。ブ
タ飼育の歴史で古い中国ではイノシシは野猪、
ブタは家猪とされ、両者の関連性を窺うことが
できる。他のアジアの国々も同様で大きく異な
ることはない。イノシシの語源では「イ」は鳴
き声で、「シシ」は獣肉という。ブタはブーと
鳴くことに由来するという諸説もあるが詳細は
定かでない。
　両者の違いについては度々話題になることが
ある。一般的には尾が真直ぐなのがイノシシ
で、巻いているのがブタ。また耳は大きく垂
れ、毛色が白や白黒斑のものがブタ。仔どもが
暗褐色の縦縞模様の毛色をした「ウリ坊」がイ
ノシシと決めつけられることがある。こうした
思い込みはブタといえば、高度に改良された西
洋のブタ品種を見慣れていると、そのように

思ってしまうのであろう。かつて専門家ですら
そのように認識していたことがあった。
　では写真 ₆ のブタについて読者は、どのよう
に思われるだろうか。これはネパール辺境の地
方ブタである。頭部は直で耳小さく立ち、体型
は細くスマートだ。そして尾は巻いていない
し、毛色はイノシシのように暗褐色で、仔ブタ
の中にはウリ坊も見られ、また成獣の頭部から
背中にかけて発達した鬣

たてがみ

もある。調査ではイノ
シシと想い込み、尋ねたところ「ブタだ！」
と、案内人が答えたのである。こうした特徴を
見る限り、両者の違いを外見的に見分けること
は不可能であるが普段、見慣れている現地の人
はその違いを感覚的に捉えているのだろうか。
中には「山に居るのがイノシシで、家で飼うの
がブタ」と語る現地人も居る。考古学では遺跡
出土の骨から、両者との違いを見出したとする

写真 ₆　イノシシのようなネパール辺境の地方ブタ。この地方のインドイノシシ（Sus scrofa cristatus）とブタ
は、かなり発達した鬣を持ち、また乳頭の数や配列など、他の形態特徴においても両者は極めて良く類似してい
る。同地方の両者は度々、交雑を繰り返している可能性がある。

イノシシとブタの違い
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　家畜の定義は「生殖が人間の管理のもとにあ
る動物」とされる。但し、動物園における展示
動物がその生態環境に合わせた恵まれた条件下
で飼育され、繁殖可能だったとしても家畜とは
いえないだろう。広義ではマウスなどの実験動
物をはじめミツバチやカイコ、金魚、鯉なども
家畜の範疇とされ、農業用動物を対象とした家
畜であれば、人間の生活リズムの環境下でも無
理なく飼育が可能で生殖を繰り返し、人間に肉
や乳、皮革、卵、労働などの富をもたらす動物
を指すだろう。また「形態特徴が遺伝的に固定
され、代々受け継がれていくことが家畜であ
る」ともされている。この解釈についは、明ら
かに改良の進んだ品種を対象としているため、
原種と家畜種の違いを強く印象付けている。
　しかし、家畜は管理が緩ければ、人間から逃
れ野生化し易い動物でもあるが、再び人間の環
境下に戻ることもある。このようなことを繰り
返す中で、殊にブタは原種が広く現存する家畜
だけに、両者との交雑は各地で見られるのであ
る。前述のように豚舎にイノシシが侵入しイノ
ブタが産まれた事例や、粗放的に飼われるブタ

がイノシシと交雑している事実があり、人間の
もとで生殖が完全に管理されないため、先の定
義から外れてしまう。ここでのブタはイノシシ
と区別することが不可能で中間的な外貌を持つ
ことから、どこまでが野生で、どこからが家畜
なのかの境界線は不明瞭であり、両者は連続的
な関係を持つことになる。
　かつて本学にあった家畜血清学研究所で、
ユーラシア大陸産イノシシと西洋のブタやアジ
ア在来ブタの血液型の研究が行われた。結果は
大陸西側のイノシシと西洋ブタ、また大陸東側
のイノシシと在来ブタの血液型がそれぞれ互い
に類似しており、最近のDNA研究でも同様の
傾向となった。すなわち、世界のブタは原種で
あるイノシシの一亜種と見なされるグループの
中に位置づけられ、両者は遺伝的に連続的な関
係にあり、そこには境界線は存在しないのであ
る。また、これらの結果は、ブタの家畜化の起
源が大陸の東西間の広い地域で、それぞれ独立
的に始まったことを物語っていることにもな
る。

イノシシとブタの境界線

報告がある。これは家畜化が進行し、飼
育環境の影響で現れた形態変化の結果で
しかない。
　参考までに示した写真 ₇ （P.８～ ₉ に
掲載）は、いずれも36カ月齢雄の野生と
飼育イノシシの頭蓋骨および生体につい
てブタを含めての比較である。興味深い
ことに飼育イノシシには野生では見られ
ない形態特徴が既に現れており、如何に
飼育環境の影響が大きいかが分かる。こ
のような変化をどのように捉えるかが、
イノシシとブタの違いを判断するうえで
の難しさでもある。
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左から①野生二ホンイノシシ（四国産）　②リュウキュウイノシシ（西表島産）　③飼育リュウキュウイノシシ（西表島産）　
④飼育リュウキュイノシシ（沖縄島産）　野生に比べ、飼育イノシシが全体的に肥大化しているのが解る。

左から①野生・②飼育リュウキュウイノシシ（西表島産）　③飼育リュウキュウイノシシ（沖縄島産）。飼育されると頭蓋骨の変化はサイズや
前頭骨に現れる。②は本学富士農場で飼われた個体。ブタ用濃厚飼料で飼われた為、頭蓋骨は肥大化している。③は放し飼い 2 世代の個体。前
頭骨が凹むなど大きな変化が現れている。詳細は解らないが、後頭骨頚静脈突起の先端が①の野生と比べ、②と③の飼育個体でカーブするよ
うに変化している。

①

①

③

③

②

②

④

写真 7 　野生と飼育イノシシ雄の頭蓋骨、
全身骨格および生体等の比較。
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左から①イノシシ　②桃園種　③ランドレース。原種イノシシとはブタの頭蓋骨が極端に大きく異なる。このような変化は家畜化開始後、
どれ位の世代を要するのだろうか。

左・野生イノシシ雌　右・飼育イノシシ雄
雌雄は異なるが、体型に大きな違いが現れている。特に飼育イノシシの胴体はブタのように肥大化したことで、脚も短くなっているよ
うに見える。飼育環境に大きく影響されたものと考えられる。頭蓋骨の変化と合わせて考えると、家畜化による形態の変化は極めて早
く現れるのだろうか。

西表島産リュウキュウイノシシ雄の全身骨格（製作協力：沖縄県竹富町猟友会）。
イノシシの肋骨は14対であるが、家畜化され改良の進んだ西洋品種では16対に変化する。乳頭数もイノシシでは ５ 対を中心に 4 対から 6
対だが、ブタでは 6 対・ ７ 対を中心に ５ 対から ９ 対に変化している。しかし、アジアで飼われるイノシシのような地方ブタ（在来）はそのよ
うに変化している訳ではない。両者は殆ど類似する形態特徴を持っている。

① ③②
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　これまで度々述べてきた『家畜化』とは実
際、何だろうか。人間は狩猟採集時代、食料を
得る日々の暮らしの中で野生の動植物とかかわ
り、多くの知識や経験の蓄積を繰り返してき
た。そして 1 万年程前、人間は動植物を自己の
管理下に置くことで家畜および作物を誕生させ
たのである。所謂、家畜化と栽培化であり、英
語ではドメスティケーション（domestication）と
呼ばれている。
　今日の主な農業用家畜の家畜化の起源は、
ユーラシア大陸各地で始まったとされ、ドメス
ティケーションは生活技術を生み出し、さらに
は文明の発祥ともかかわることから、考古学や
人類学、民族学、農学、動物学、家畜学などの
分野から関心が持たれてきたが、その全容の解
明には未だ至っていない。
　家畜化は単に野生動物を捕まえ囲いの中で飼
育することではない。それは人間のもとでその

繁殖が次世代へと恒常的に行われ、結果として
品種造成へと繋がることでもあり、つまりは生
け捕りや餌付けによって飼育開始から続く連続
的な過程なのである。殆どの家畜の原種が絶滅
している中で、ブタの原種であるイノシシは未
だ現存し、飼育も広く行われ、実際その家畜化
が継続しており、その一端を垣間見ることので
きる動物でもあろう。
　何故、家畜化が生じたかは、自然、人間、動物
のそれぞれに要因があるとされる。殊にイノシ
シでは人間側の要因として生け捕りや餌付けな
どの行為があって飼育は開始される。また動物
側としてはその生態や習性にみることができる
だろう。その第一がイノシシは広大な分布域を
持つことから、多様な環境での適応能力を備え
ていたからだ。雑食性という実に多彩な食性を
持ち、農作物を荒らし、残飯や排泄物も漁るな
ど人間の生活圏内にも侵入するイノシシは、人
間との関係を築き易かったのである。
　現代、わが国ではイノシシの飼育（写真 ₈ ）
は全国各地で散見され、その目的はペットや自
家消費、販売、イノブタ生産等である。イノシ
シの飼育は家畜化の起源地であるアジア各国の
辺境域でも行われている（写真 ₉ ）。このよう
にイノシシの飼育が広く行われていることは、
潜在的に飼育対象にし易い動物であったから

家畜化 ─何故ブタになったのか？

写真 8　ペットとして飼われていた仔イノ
シシ。集落内は放し飼いであり、夕刻には飼
い主の所に戻ってくる。

写真 ₉　ネパール平野部で観察したイノシ
シ飼育。家畜化は過去のイベントではなく、
現代まで続いているのである。
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写真1₀　餌付けによって達成した放し飼いのイノシシ。25年程前、畑で昼食をとっていた老人が、森から現れた数頭のウリ坊に昼食の残りを与え、こ
れがきっかけで、餌付けを繰り返し続け、徐々にウリ坊を畑に定着させながら、その周りに囲いを作り、飼育と繁殖を可能にした。人間によって管理さ
れているため、半飼育的な家畜のようでもある。飼育者の中にはイノシシを家畜として認識している者もいる。

で、家畜化は容易に開始されたのではないだろ
うか。
　 1 万年程前のイノシシの家畜化を詳細に知る
ことはできないが、今日各地で見られる飼育現
場での観察や聞き取り調査から凡そ推察できる
だろう。現在まで国内外の調査で、100件以上
の飼育現場の50％以上が狩猟や日常生活の中で
偶然、仔どもを生け捕りしたことで飼育を試み
ていた。群れを管理下に置くヒツジやヤギのよ
うな遊牧家畜の家畜化は容易ではないとされる
が、仔どもの生け捕りと飼育が生じ易いイノシ
シにとって家畜化の進行は比較的速く進行した
のではないだろうか。
　他に餌付け（写真10）により飼育を達成した

飼育者もいた。最近、広島大学の西堀正英博士
はタイ国北西部の集落で、餌付による半飼育的
なイノシシの存在を確認している。これらの事
例は、その家畜化は過去のイベントではなく、
いつの時代でも起こりうることを示しているの
である。

イノシシの生息地で暮らす人々にとって彼ら
との出会いは自然であり、その生け捕りや餌付
けなど人間の偶発的行為は当然起こり、飼育は
開始されるだろう。これが繰り返されることで
知的経験が次第に恣意的に継続され、人間の環
境のもとでも繁殖が可能となり家畜化はさらに
進むのである。
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　ブタは家畜の中で、ユダヤ教やイスラム教国
を除く多くの地域で食材として利用されてい
る。世界の食肉は豚肉が40％、鶏肉が29％、牛
肉が24％であり、最も多く食されているのが豚
肉である。また皮や骨、血液も利用され、更に
生理機能が人間に近いことから医学用実験動物
としても利用されている。このように私たちに
とって身近な存在であるはずのブタは、決して
良いイメージで思われることはない。臭い、汚
いと中傷され、ある人間に対して「ブタ」と蔑
称して呼ぶこともあり、他の家畜と比べれば一
般に好まれる動物ではない。ブタは一方、多産
や幸運のシンボルともされることから、古代
ローマの貨幣にその絵柄が見られる。

世界最古のブタは今から 1 万 1 千年程前の中
国広西省桂林甑皮岩遺跡から出土したその歯と
骨から知られており、また西アジアでも古いタ
イプのブタの骨が出土している。ブタは定着農
耕民の家畜とされ、ウシ、ウマ、ヤギ、ヒツジ
などの遊牧家畜に比べ人間に伴う移動は緩やか
だったとされているが、食肉資源として身近で
小型のブタであれば、人間の移動ではむしろ簡
単に運ばれ易い家畜であろう。事実、
各地の離島から古代に持ち込まれたブ
タとみなされた骨の出土があり、漢代
の中国ではローマ帝国にブタが輸出さ
れ、中国南方域には船上ブタ飼養民の
存在、更には太平洋の島々へもブタが

広く運ばれていたことを考えれば、世界の交易
史でのブタの移動はむしろ盛んだったと見るべ
きだろう。
　現在、日本人が食肉の対象としている豚肉
は、殆どが西洋品種である。これらは主に大陸
西側のイノシシを家畜化したブタ（写真11）を
基に、18世紀に英国で始まった近代の家畜改良
において中国や東南アジア原産のブタ（写真
12）を導入し、交配して造り出された改良品種
である。現在、世界で100品種程が存在し、中
でも優れた品種として飼われているのは約30種
とされている。わが国では主にランドレースや
大ヨークシャー、デュロックといった西洋品種
が飼われ、これらの ₃ 元交配種が食肉用として
利用されている。
　では、大陸東側のイノシシを家畜化したブタ
となると、中国には 1 回の出産で30頭程の仔ブ
タを産するような梅山豚の存在で一時世界的に
注目されてはいるが、アジアには未だ知られて
ない地方種が数多くいる。これらは「在来ブ
タ」と呼ばれ、家畜化されて以来、その土地の
気候風土の中で育まれてきた家畜である。しか

家畜化されたブタ

写真11　大陸西側のイノシシを家畜化し育種改良された西洋品種。現代品
種と変わらない特徴をしている。尾が稍々巻きかかっているように描かれ
ている。しかし、中世まではイノシシのようなブタで、その飼養は森などで
放し飼いだったという。　①『Barr＇s Buff on Buff on＇s Natural History』
1807年 ロンドン 銅版画　②『William Jardine＂Naturalist＇s Library＂』
1834年 ロンドン スティール版画（本学学術情報課程蔵）。

②

①
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し、近代化で高能力を持つ西洋品種が導入さ
れ、在来ブタは雑種化が進み、また西洋品種と
入れ替わり、殆どが絶滅に近い状態である。そ
れらの在来ブタを紹介する前に、わが国で飼わ
れてきたブタについても触れてみたい。
【わが国の歴史に登場したブタ】
　ブタの存在が確実視されるのは農耕が本格
化した弥生時代であり、それは大陸から持ち込
まれたとされる。そして奈良時代には、その飼
育を窺わせる記述も見られるが、仏教伝来以
降、肉食禁止令が広まるとブタ飼育の史料は僅
かになる。また動物渡来の記述としては、16世
紀初頭に完成したとされる辞書、『文明本節用
集』には「家

ブ

猪
タ

」の収録が初見とある。
　江戸時代には南蛮交易図にイノシシのような
ブタが描かれている。幕末には長崎の出島では
家畜の特徴から東南アジアや中国からウシやヤ
ギなどと共に移入されたブタ（写真13）が、ま
た外国人居住地などの沿岸部でもブタが飼わ
れ、それが海外でも紹介されていたから驚きで
ある（写真14）。薩摩の江戸藩邸ではブタが飼
われ、またシーボルトが参府の折、ブタの眼の
解剖および手術の講義を幕府の医官に行ったと

写真1₂　大陸東側のイノシシを家畜化した中国や東南アジ
アの在来ブタ。体型的には耳が小さく、尾は真直ぐであり、
イノシシの体型に近い。①『Alcide Dessalines d＇Orbigny 
Natural History』1849年 パリ スティール版画　②『William 
Jardine＂Naturalist＇s Library＂』1834年 ロンドン スティー
ル版画（本学学術情報課程蔵）。

写真1₃　唐蘭館絵巻 蘭館図 動物園図 川原慶賀画（江戸後期）長崎の出島で飼われていた家畜動物、左下にブタ 4 頭が見られる。
家畜の特徴から東南アジア方面から持ち込まれたと考えられる（長崎歴史文化博物館蔵）。

②

①
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され、それらが、どのようなブタだったのか興
味深い。最後の将軍徳川慶喜はブタ肉を好んで
食していたという逸話もある。そして明治維新
を迎え、「日本の博物館の父」と呼ばれる田中
芳男（後の本学前身の東京高等農学校初代校
長）が明治 ₆ 年（1873）のウィーン万国博覧会
に新政府の事務官として派遣された時に、持ち
帰った「独逸農事図解」に西洋のブタ品種と共
に西洋式養豚が紹介されている。それが駒場農
学校の教科書にもなり、広く西洋品種が知られ
るようになる。
　一方、肉食禁止令の影響が少なかった奄美・
沖縄地方では古くからブタ飼育が盛んだったこ
とを思わせる興味深い史料（写真15）は多い。
戦前まで西洋品種とは外貌特徴の違いの解るブ
タ（写真16）が飼われ、それらは中国や東南ア
ジアから持ち込まれたブタであり、それと一緒

に伝わったと思われる飼養形態や、一見イノシ
シとの関係をも窺わせるブタも見られ極めて興
味深い。現在、当時の特徴を完全に残したブタ
を見ることは出来ないが、「島ブタ・アグー」
という呼び方で飼われている沖縄のブタには若
干の面影を残しているに過ぎない。
【アジアのブタ】

アジアの国々では、家畜化が最も早かった中
国が多くの在来ブタを造り出してきた。既に紀
元前には猪圏（ブタ便所）と呼ばれる明器（写
真17）に、イノシシとは姿形が異なる改良の進
んだブタも模られている。更にはブタの登録も
行われていたというから驚きである。当時の中
国社会にブタが広く行き渡っていたのである。
　中国には、現在60種程の在来ブタが現存して
いるとされ、多様な形態特徴を持つブタを育ん
できた。その特徴から、 1 ）耳が大きく垂下、

写真1₄　The ILLUSTRATED LONDON NEWS （SUPPLEMENT, 
JAN. 11, 1982）。JAPANESE PIGSとして日本のブタが紹介さ
れている。形態的特徴から明らかに中国系のブタである。沿岸部に
住む日本人が中国人船員に売る目的で飼っていた（本学学術情報課
程）。
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頭部が短広で、顔面しゃくれ、体側には皮皺が
あり、腹部が垂れるなどの特徴を持つ大型や中
型のもの、 ２ ）耳が小さく、頭部がイノシシの
ように長く、背線は真直ぐか、垂下するもの、
そして、 ₃ ）頭部は短いが真直ぐで、腹部は極
端に垂れる中型や小型のものがある。このよう
な中国ブタについては、地理的環境の違いに基
づいて北部から南部及び高原のタイプとして分
類されている。さらには華僑の移動に伴いそれ
らのブタは、東南アジアの国々の山岳地や島嶼
域まで運ばれ、飼育されている。筆者はこれら
のブタを「大耳種型在来ブタ」と、「小耳種型
在来ブタ」と呼び区別している（写真18）。近
年では、これらの両タイプのブタ間で、更には
西洋品種との交雑も進み、多様な形態特徴を持
つブタも見られるようになり、それらの純粋種
の殆どは希少種となっている。
　そして、アラカン・ヒマラヤ山脈を越えたバ

ングラデシュをはじめネパールやブータン、イ
ンド、スリランカの南アジアの国々には、小耳
種型在来ブタの他に、イノシシと姿形が類似す
るブタが飼われている。それを「イノシシ型在
来ブタ」（写真19）と呼んでいる。この仔ブタ
の殆どはウリ坊である。殊にイスラム教国のバ
ングラデシュでは、イノシシ型在来ブタ100頭
程の群れによる移動放牧（写真20）も見られ極
めて興味深いブタ飼養文化が存在する。またネ
パールやスリランカの辺境ではイノシシの飼育
も見られ、同地の在来ブタと交雑している可能
性もある。実際、この在来ブタ集団では同地方
のイノシシ固有の遺伝子が確認されている。
　すなわち、これらの地域ではブタになるイノ
シシたちの家畜化過程の一端を観察することが
可能な極めて貴重なブタ集団なのだが、殆ど知
られず、その飼養形態と共に姿を消しつつあ
る。

写真1₆　大正時代に飼われていた島ブタ（提供：高田　勝氏）。 写真1₇　猪圏（ちょけん）を模った明器・中国漢代。（提供：西谷　
大　国立歴史民俗博物館教授）。
猪圏とはブタに餌として人糞を与える機能を有した飼育舎、「ブタ
便所」ともいわれている。明器は死者とともに墓におさめられた器
物のことで、漢代から唐代にかけてさかんにおこなわれた。

写真1₅　琉球嶌真景（江戸後期）に描かれている島ブタ。（名護博物館蔵）。耳に紐を通した飼養法
は、現在でも広く東南アジア地域で行われている。
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写真18　中国ならびに東南アジア地域で飼われている大耳種型在来ブタと小耳種型在来ブタ。
①八眉豚　②太湖豚　③桃園豚　④安康豚　⑤タイ大型豚　⑥カンボジア在来豚　⑦トラジャ豚　⑧タイ在来豚　⑨フィリピン在来豚　⑩カンボジア在
来豚　⑪ミャンマー在来豚　⑫東マレーシア在来豚。中国南部から東南アジアの山岳地や島嶼域にかけて、小型な小耳種型在来ブタが多く見られるように
なる。中にはイノシシのような特徴を持ったブタも飼われている。

①

④

⑦

⑩

②

⑤

⑧

⑪

③

⑥

⑨

⑫
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写真1₉　南アジア地域で飼われているイノシシ型在来ブタ。外貌がイノシ
シとは殆ど変わらない。インドイノシシと同様、発達した鬣が見られる。
①スリランカ　②ネパール　③バングラデシュ

①

② ③

写真₂₀　バングラデシュの遊牧ブタ。時には川をも渡る（撮影：M.O.Faruqueバングラデシュ農業大学教授）。
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イノシシとウリ坊　『William Jardine＂Naturalist＇s Library＂』1834年 ロンドン スティール版画。

　明け方　空が白む頃　ガサゴソと音がする
　明るくなる頃には居室や台所からルナのブウブウ言う鳴き声が聞こえてきた…。
　当時我が家には ₃ 種類のケージがあり、それぞれ兎、犬、そして猪の瓜坊が入っていた。
檻はすべて違うメーカーで、扉の開閉方法も異なり、スライド式、バネ式、マグネット&フッ
ク式と全く違っていた。
　その頃漸く ₄ ヶ月になっていた雌の猪ルナは起きると直ぐ内側から鼻と口を使い器用に自
分のケージの扉を開け、その後次々と兎と犬のケージを開けた後、食べ物を探して室内をウ
ロウロしていたのである。
　生後 ₄ ヶ月でこの知能は賢いどころではない!!

　2008年頃の ２ 月上旬、猟期も終りに近付いた頃、罠回りの山中で、親と逸れて弱り切っ
た、産れて ２ ヶ月位の瓜坊を拾う。大きさは丁度ティッシュの箱を横にしたサイズで、重さ
は ₃ キロ程度だった。
　捕まえた瞬間、多少暴れたが直ぐに諦め大人しくなった。家に連れて帰り 1 時間以上ぬる
ま湯で隅隅まで洗う。体中にダニがついて皮膚病で全身皮が厚くなりガサガサしていた。

猟師　中沢嗣地
（沖縄県竹富町猟友会）

【寄稿】　最も慣れ易い野生動物｢猪｣
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翌朝、入れていたダンボールに敷いていたペットシーツには、血を吸って真ん丸に膨れたダ
ニが数10匹、点々と小豆のように散乱していた。捕獲 ２ 日目の昼頃には瓜坊は警戒心がすっ
かり薄れ、早くも食べ物を要求してくる程だった。
　このダニだらけの甘えん坊の瓜坊を私達夫婦はルナと名付け ２ ヶ月程飼う事となった。

　数日経つと瓜坊の性格がはっきりしてきた。幼い事もありすぐ人に懐くのだが、タイプと
しては洋犬よりも和犬に近い様に感じた。つまり誰にでもフレンドリーではなく、自分が認
めた特定の相手にだけ従順になるのだった。
　ルナは私や妻、犬、兎を皆 1 つの群れのメンバーと認識し、その中で自分のランクをはっ
きりと決定していた。大人しい犬や兎は当然下で、私の立場も危うかった…。妻は母であり
ボスだった。その証拠に、妻の隣りや近くに私や知り合いが座ると、背後から忍び寄って甘
噛みをしていった。
　飼って 1 ヶ月程するとルナは興味深い行動をとる様になった。毎日夕方 ₅ 時頃になると急
に立ち上って、大きな一間の我が家の中を猛烈なスピードで走り回るのである。しかもその
際どこで聞いて覚えたのか、犬そっくりの鳴き声で｢ワンワンワン！！｣と吠えながら ₃ ～ ₄ 周
の猛ダッシュを続けるのだった。
　一頻り走り回ると、夕食を食べ、あとは倒れ込む様にグッスリと爆睡するのだった。
　ルナの口や鼻が届く場所には一切食べ物は置けなかった。完全に密封されたお菓子等、犬
はほとんど手をつけなかったが、私たちが食べている姿や、袋を開ける時のガサガサいう音
等、視覚や聴覚を総動員してルナは食べ物を認識していた様だった。

猟に向かう。

ワナの確認。
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　ルナを飼って ２ ヶ月、体重は ₃ キロから ₅ キロ迄増し、体も二回り以上大きくなった。そ
してついに飼い続ける事が困難になる。
　一番の原因は、傍若無人の性格から愛犬 ２ 匹共、ストレスにより円形脱毛症になってし
まった事だ。他にも体が大きくなり室内で飼い続けるのには無理が出てきた。網戸は全て体
当たりにより大穴をあけられ、ほとんどの座布団の中綿が毟り引き出されてしまった。
　家族で相談し、結局近くで猪の群れを飼っている方の仲間に入れて頂く事にした。

　出発当日の朝は早かった。ルナは朝 ₄ 時頃からゴソゴソし始める。あまりに賑やかなので
₅ 時半頃起きてみると、なんと自ら祝杯をあげていたのだった。彼女は今迄手を出した事の
なかった私の買い置きのビールを箱から ２ 本引っ張り出し、歯で缶に穴を開けてそこから
ビールを吸い飲みし、見付けた時にはすっかり酔っ払ってフラフラしていた…。

　短期間ながら野生の猪を飼ってみて感じたのは、猪という動物は野生の状態から最も家畜
化しやすい動物だという事だった。幼い頃から飼い出せば、警戒心は殆どなく、短時間です
ぐ人に懐いてしまう。人間の存在や、違う生活環境への適応能力も非常に優れているし、ス
トレスにも強い様に感じた。
　琉球猪は日本本土の猪に比べて小型で最大でも50キロ程度である。とは言え40キロ位でも
飼うのは大変だ。それでも広いスペースと充分な餌さえあれば飼育は出来るし、長く世話す
れば懐かせる事も容易だろう。実際小さな離島の私の周りでも思いつくだけでも ₄ ヶ所で野
生の猪を飼育している。

　よく人に｢猪はどれ位賢いんですか。｣と聞かれる。この質問は人間がどれ位賢いかという事
と同様だ。猟期の始まる11月には警戒心の薄い賢く無い個体が次々と罠にかかる。しかし年
明けの猟期後半には知能の高い猪ばかりが残り、猟果は非常に厳しくなる。
　以前は｢猪は犬と同じ位賢いです。｣と人に答えていたが、我が家に限って言えば飼って ₃ 年
と10年目の犬達より、生後 ₃ か月の瓜坊の方が遥かに賢かった。

　我が家を離れて ２ 日目、ルナは新しい群れの水浴び場に亡骸となって浮かんでいた。そう
簡単に余所者は受け入れられないらしい。
　結婚して15年、妻が 1 番泣きあかした日だった。
　尚この文章は短い期間で 1 頭だけ飼育した例で、複数や多頭飼育したわけではないので猪
全体を理解したデータではない。あくまで一猟師の私感である。

　この文章を今はなき妻恵美とルナに捧げる。
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　筆者はこれまでアジア各地の少数民族の集落
で、ブタを世話する多くの女性たちに出会って
きた。高床式の家屋の中ではイノシシのような
仔ブタを世話し、時には集落内を連れ歩き、夕
刻には放し飼いのブタに呼び掛けし、わが家や
飼育舎に呼び戻し、市場では女性たちがブタを
持ち寄っていた（写真）。
　そして、多くの飼育者に共通している点は、
イノシシは男性より女性に懐くということだ。
本紙に寄稿された猟師の中沢氏も奥さんとイノ
シシの関係について、同様の経験を語ってい
る。成長して鋭い犬歯（牙）を持つ雄イノシシ
でも「妻には良く懐いた」という話は度々あっ
た。事実、かつて本学厚木農場（現・厚木キャ
ンパス）で飼っていた大型のニホンイノシシ雄
が男性には懐かなかったが、ある女子学生には

大変懐き、教員たちを驚かしたという。
　殊にイノシシと女性には計り知れない何か特
別な関係でもあるのだろうか。東南アジアの少
数民族の女性たちには、仔ブタに自らの母乳を
授けていた民族事例もある。わが子同然のよう
に可愛がる女性たちを観察していると、イノシ
シの家畜化を考えるうえで、彼女たちの存在は
極めて重要だったのではないだろうか。
　「農業の起源」の著者C. O.サウアーも、東南
アジアで飼われている家畜－犬、豚、鶏などは
すべて西アジアに起源をもつ集団的な動物と
違って家庭で飼われていた動物であるとしてい
る。これらが家畜化されるようになったのは家
庭の中心だった女性の世話と技術によるものと
している。イノシシの家畜化の主役は女性だっ
たのだろうか。

（黒澤弥悦）

【コラム】　　　　　　　家畜化と女性

イノシシ・ブタを世話する女性たち。　①奄美大島　②フィリピン・ミンドロ島山岳地　③フィリピン・ルソン島山岳地　④ラオス

① ②

③ ④
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　「ブタを知るには原種のイノシシを知る必要
がある」。これは40年前にイノシシの研究を
扱った発表が殆どなかった学会で筆者の発表に
対して、日本養豚学会名誉会長の故・丹羽太左
衛門先生から励まされた一言である。以来、イ
ノシシとブタ、殊にブタに関してはアジア辺境
域で飼われているブタを訪ねてきた。辺境域や
国内事情で危険地帯と呼ばれる調査地では軍や
警察も同行され、また山ヒルの棲む道なきジャ
ングルを越えた集落を訪ねたこともあった。近
代化の進むアジアの国々では、そのような地域
でなければ在来と呼ばれる原始的なブタの観察
は難しかった。今回の企画展ではイノシシと共
に、そうしたブタを対象に紹介したことで「ブ
タになったイノシシたち」とは一体何だろうか
と、いくらかでも知る機会になったのではない
だろうか。
　わが国の主要な家畜の中で、牛馬に関しては
本格的な登録博物館がある。鶏については国指
定の天然記念物である日本鶏が存在することで
話題も多い。しかし、ブタに関しては筆者の知
る限り剥製を所蔵し、その飼育の様子を展示し
ているのが沖縄県の名護博物館だ。他に鹿児島
県立博物館には鹿児島黒ブタ（バークシャー）
と、岐阜市畜産センターに大ヨークシャー雄の
剥製が収蔵されている程度である。
　ところが、本展準備中にイノシシの剥製を借
用するうえで、国立科学博物館を訪ね、収蔵庫

を調査した時だ。標本棚奥に全身黒で雌ブタの
剥製と思われる標本があり、良くみると、日本
の民間研究所が戦前に満州から導入した在来ブ
タを用いて開発したオーミニブタであった。同
研究所は更に小型なミニブタ開発のために、小
柄の西表島産イノシシを導入し、オーミニブタ
との交配を試みようとしていたので、これにか
かわっていたＮ大学のＴ先生に連れられ、訪ね
た時に初めて観察したのだった。35年前のこと
である。本展では沖縄の島ブタの剥製と共に、
そのオーミニブタの剥製も紹介することができ
た。イノシシとブタに誘われるような不思議な
縁を感じ開催した企画展だった。

（Ｙ）
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【終わりにかえて】　イノシシを知りブタを知る

※こばやし　ゆうこ
神奈川県出身
女子美術大学卒
学生時代、 ２ ヶ月間インド、ネパールを旅し、人生観180度変化、西表島へ移住し30年

様々な動植物の命との共存を体感、彼らの生命力からパワーを貰いシーサー作りをしています。イノシーサーを含め、同じ物はひとつとないシーサー
達は、私の手が産みだした生き物だと思っています。東京農大の魔除けのイノシーサー、ちょっぴりマヌケ面とたっぷり愛嬌で、出逢った人々に、ウ
フフ、アハハの笑顔を与えられます様に。

写真　バイヨン遺跡群建造物（13世紀頃　カンボジア）のレリーフに見
るイノシシのようなブタ（牛車の下）。このようなブタはカンボジアで
は殆ど姿を消しつつある。
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表紙・本ページ：企画展ポスター・デザイン工房エスパス制作
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■企画展　ブタになったイノシシたち　Wild boars Becoming Pigs ‒Domestication
【会　期】2018年10月26日（金）～2019年3月10（日）
【共　催】東京農業大学「食と農」の博物館（代表：館長　江口文陽）　学術情報課程
【監　修】東京農業大学名誉教授　田中一榮
【企　画】企画展実行委員会
　　　　　上岡美保（委員長）、黒澤弥悦、黒川孝明、西嶋　優
　　　　　大石康代、村山千尋、伊東　綾、木村李花子（学術情報課程）
【協　力】奥州市牛の博物館　国立科学博物館　国立歴史民俗博物館　長崎県立歴史文化博物館
　　　　　名護博物館　西谷　大（国立歴史民俗博物館副館長）　鈴木伸一（元東京農業大学教授）　鈴木　迅（写真家）
【後　援】一般財団法人家畜研究所　在来家畜研究会

■関連企画
講演会　日　時　2018年11月10日（土）　13：30～15：30
　　　　会　場　本館2階セミナー室
　　　　演　題　知られざるブタの遊牧
　　　　講　師　池谷和信　国立民族学博物館教授

ギャラリートーク　
日　時　2018年11月2（金）～４（日）13：30～14：30
会　場　一階企画展示室
講　師　東京農業大学「食と農」の博物館学芸員

『樹木の形の不思議』
東京農業大学短期大学部環境緑地学科・特定非営利法人樹木生態研究会　編
一般社団法人 東京農業大学出版会　平成 日　発行

円＋税

『耕す ─鍬と犂』
東京農業大学「食と農」の博物館　編
一般社団法人 東京農業大学出版会　平成 日　発行

円＋税

　『農の暮らしに生きた女わざ』

（判型）B 頁
（企画・編集）東京農業大学「食と農」の博物館
（監修）森田珪子　修紅短期大学名誉教授、「女わざの会」代表
（装丁・デザイン）木村正幸・山本亜希子（デザイン工房エスパス）
（発行）一般社団法人 東京農業大学出版会　平成 日

円＋税

　（内容） その土地特有の自然と共存しながら長い間祖先から受け継いできた生活文化は、名もなき多くの女たちによって守ら
れてきた。女たちが必死に紡いできた生活文化を、ともすると顧みられることもなく、当然のように捨てられてきた
であろうただの「布」たちが語ってくれる。

刊行物のお知らせ
■図録『ピーター・メンツェル＆フェイス・ダルージオ　地球の記録 年の軌跡
　　　「しあわせのものさし」─持続可能な地球環境をもとめて─』

（判型）A 頁
（企画・編集）東京農業大学「食と農」の博物館
（装丁・デザイン）木村正幸（デザイン工房エスパス）
（発行）一般社団法人 東京農業大学出版会　平成

円＋税

　（内容） 年にわたり世界中を旅した報道写真家とあるがままの事実を綿密に記録
したジャーナリストでありプロデューサーでもあるパートナーとの壮大なプロジェクトを物語る写真展の図録である。

　『日本人と馬 ─埒を越える十二の対話─』

（判型）A 頁
（企画・製作）東京農業大学「食と農」の博物館、東京農業大学教職・学術情報課程
（編集）設立 周年記念特別企画展示実行委員会と「十二の対話」委員会
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円＋税

　（内容） 信仰・ 民俗・ 歴史・ 考古・ 社会・ 科学・ 芸術と多分野にわたる識者達による対話が、様々な角度から人と馬の関
係を照らし出す。




